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1. はじめに 

近年、様々な形のレーザビーム走査型ディスプ

レイの発表が相次いでいる。このような、レー

ザ・ディスプレイは、カラー映像を表示するため

に、赤、青、緑の三原色レーザビームを、光合波

器を用いて１本のビームにし、レーザビーム走査

用ミラーを用いて、スクリーンに投影することが

必須となる。これまでの光合波器は、レンズやミ

ラー等の光学部品を組み合わせているために、複

雑な構造を伴い小型化が困難であるという大き

な問題があった。ここでは、導波路型合波器と三

原色半導体レーザを金属台座の上に集積化し、光

源部分の超小型化を検討した結果を報告する。 

2. 集積化光源の構造 

集積化のために用いた三原色合波器の構造を、

Fig. 1に示す。この合波器は、方向性結合器を 3

個用いたものである[1]。この合波器と半導体レ

ーザとの集積化は、Fig. 2に示すように、金属台

座の上で行い、レーザと入射導波路との結合は、

スポットサイズ変換器を用いて、バットジョイン

トとした。また、レーザ同士の熱干渉を防ぐため、

青色と緑色のレーザチップは、図のように、対向

する形にした。このために、導波路を急激に曲げ

る必要があるが、この曲げ導波路として、導波路

型反射鏡を用いた。 

3. 集積化光源の作製とまとめ 

Fig. 3は、金属台座として銅基板を用いて実際

に組み立てた集積化光源である。この光源のサイ

ズは、4.5 x 7.5 mmと、従来のレンズやミラーを

用いたものに比べて、2桁程度のサイズダウンを

達成している。また、4 mW（緑色の場合）程度

の出力が得られており、レーザビーム走査型ディ

スプレイへの応用が可能である。 
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Fig. 3. Fabricated waveguide-type combiner 

integrated with RGB lasers.

Fig. 1. Configuration of the waveguide-type

RGB laser beam combiner.
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Fig. 2. Configuration of the waveguide-type 

combiner integrated with RGB lasers.
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